
再チャレンジ教育支援　授業料免除学生募集
　本研究科博士前期課程では，このたび，文部科学省の「再チャレンジ支援経費」により，周産期医療において実践に携わる助産師の創出を推進するための教育・支援を実施します。
　これは，平成１９年度に本研究科博士前期課程の看護学分野に在学する社会人学生（社会人経験者を含む）に対して，授業料免除することにより就学の支援をするものです。
　希望者は，「平成１９年度岡山大学授業料免除申請書類」により申請してください。
(１)　プログラム名称
     「看護師」「助産師」再生のための専門教育プログラム
(２)　授業料免除の対象学年
      保健学研究科博士前期課程　看護学分野　１年次生，２年次生
(３)　授業料免除の対象者
・看護師免許を有する社会人等
・平成１９年度４月１日までに満２２歳に達し，社会人としての経験を有し，看護師免許を取得している，あるいは，平成１９年４月１日までに取得する見込みの者
 ●「社会人としての経験がある者」とは，次の事項のいずれかに相当していること
①現在までに社会人としての勤務経験がある者（期間は問わない）
②大学入学前あるいは大学院入学前に家事従事経験がある者（期間は問わない）

③現在までに，ニート，フリーターの経験がある者（期間は問わない）
(４)　前期授業料免除申請方法
   　・申請書類
     　申請書は所定の様式があります。教務第二係の窓口で取り寄せてください。
   　・申請書類の提出期間
   　　平成１９年４月１１日（水）～１２日（木）（午後5時まで）の間に，教務第二係に提出してください。
     ・後期授業料免除申請の募集に関しては，後日，連絡します。
(５)　選考方法
・申請及び選考は，前期・後期授業料免除とも各期にそれぞれ行います。
・学力基準及び家計基準を満たす者の中から，本プログラムの主旨に沿って「再チャレンジ支援経費」の予算の範囲内で授業料免除（全額免除又は半額免除）者を決定します。ただし,授業料免除申請書類７ページの家計基準は全額免除となる基準額の目安であり,半額免除の基準額は別になります。
(６)　授業料免除が採択された場合の義務
      下記の授業科目のうち１科目を在学期間中に履修することが義務となる。
         「成育看護学特論Ⅰ」
         「周産期母子管理特論」
         「女性の健康援助特論」

ご連絡は，教務第二係まで　７９８４
- 1 -

